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[目的]脊髄小脳変性症(SCD)患者の歩行の力学的安定性に歩行変動性が及ぼす影響に

ついて検討した。 

[方法]SCD 患者 20 名と年齢や性別を合わせた健常者 22 名を対象とした。歩行の力学的

安定性の指標として Margin of Stability(MOS)、歩行変動性の指標としてストライド

時間の標準偏差(SD)、歩幅の SD を算出した。力学的安定性と歩行変動性の指標につい

て相関分析を行った。有意水準は 5%とした。 

[結果]SCD 患者の MOS はストライド時間の SD と有意な正の相関(r=0.52)を認めたが、

歩幅の SD とは有意な相関を認めなかった。健常者の MOS は歩幅の SD、ストライド時間

の SD ともに相関を認めなかった。 

[考察]SCD 患者においては、歩行のストライド時間の変動性が高い患者ほど力学的安定

性を高く保つ傾向が示された。 

 


